
2020筑波大学附属駒場論集60集 

コロナ禍の学校図書館 

－電子図書館、郵送貸出、データベース等の取り組み－

筑波大学附属駒場中・高等学校 学校司書

加藤 志保



School library of the COVID-19 of 2020－Digital Library, Postal loans, Databases etc.－ 

2020筑波大学附属駒場論集60集 

コロナ禍の学校図書館 

－電子図書館、郵送貸出、データベース等の取り組み－

筑波大学附属駒場中・高等学校 学校司書

加藤 志保

要約 

2020年２月末からの全国一斉休校時、生徒の登校できない学校において「学びを止めない」をどう具現化す

るのか問われた。その後登校を再開してからも、時差通学、対面授業とオンライン授業の組み合わせ等、新た

な試みが続いている。 

この一年は「学校図書館は何ができるのか」を問われる時間でもあった。教育活動の支援、自発的な学びの

支援、読書の支援、オンラインツールの活用、デジタルツールの活用。でき得ることをとにかくやってみた一

年だった。その結果、学校図書館の可能性と限界と今後に開く新たな扉が見えてきた。気候温暖化が進む世界

において、新型コロナのような感染症、大型災害等、いつでも起こりうる。物理的空間としての学校図書館を

離れてなお図書館としてできることは何なのか。その解を探し続けていくことになる。 

本稿では、今回の取り組みを詳述し記録として残すことを目的とした。電子図書館、郵送貸出、データベー

スの学外利用（個別利用）の実施の方法と生徒の利用状況の記録である。それらは、今後に向けて考えていく

足掛かり手掛かりになると考えている。 

キーワード：電子図書館、郵送貸出、データベース利用、検索スキル、ジャパンナレッジ Lib、ジャパンナレッ

ジ School、朝日けんさくくん 

1 はじめに 

２月28日に突然に始まった臨時休校。２月27日の

下校をもって、生徒たちが学校に来る機会が突然失わ

れた。27日は最終授業時間にホームルームで休校が伝

えられた。図書館からは岡﨑那菜司書（当時）が、急

遽放送で、期限を区切らず冊数を限らず本が借りられ

ることを呼びかけた。しかし、慌ただしい放課後、本

を必要とする生徒たちは、十分に本を借りて帰ること

ができただろうか。毎日返して借りることを繰り返し

ていた生徒。シリーズを読破しようと一冊ずつ順繰り

に借りていた生徒。同じ著者の本を束で借りていた生

徒は、また全作読破には届いていない。

学校から課題を課す準備の間も無かった。外出自粛

を求められた臨時休校期間。課されることが無く出か

けることがままならず屋内で過ごす時間が豊富にある

ことは、読書のチャンス到来と言える。しかし本が手

元に無ければ始まらない。

恐れたのは、そうしてできた「浮いた時間」をネッ

トに吸い取られていくことだった。スマホ依存、ゲー

ム依存を加速してしまうのではないか、教員間ですぐ

さま懸念された問題だ。

スマホを手にしながら、ネット上で流されたり溺れ

たりするのではなく、「本」に手を止めてもらえるよう

に何ができるか。

角川、集英社、講談社、等々の出版社やポータルサ

イトが、オンラインで児童書や漫画の読み放題、全巻

オープンを打ち出していっていた。

本校の図書館にできることは何か。臨時休校が実質

始まった３月１日に電子図書館利用に向けて準備を始

めた。翌週３月８日には利用環境が整い、教員に向け

てリリース。教科や学年のお知らせで活用してもらえ

るようにアナウンスした。

その間に、都内の公立図書館も、次々にサービスを

制限していった。目黒区立図書館は３月７日から本の

予約と予約資料の受け取りのみ、その後４月８日から

全館休館となった。世田谷区立図書館は３月19日時点

で館ごとの利用制限、４月11日から全館休館となった。 
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2 筑駒電子図書館 

https://www.d-library.jp/tsukukoma/ 

図１ 電子図書館トップ画面

2.1 運用準備利用状況 

本校の筑駒電子図書館（以下、電子図書館）はLibrariE

を利用している。2014年度に契約し設置した。どのよ

うに利用するか検討したり試行しながらも、本格始動

に至らぬままでいたが設置していたおかげで３月の準

備時点では、利用の確認と、蔵書の購入の２点の作業

のみで稼働させることができた。 

利用方法は、貸出冊数・期間については、少ない蔵

書を回転させることを考え、ひとり１冊・４日・１回

延長可・予約２冊可とした。 

蔵書の購入では予算の検討から始めた。LibrariE は

維持費は無料だが、電子書籍のライセンス料に10数％

の配信料が上乗せされ、１冊単位では紙の本の 1.5～

２倍の金額となる。価格が高いため利用が確実に見込

める選書が必要となる。また、生徒がどの程度電子図

書館にアクセスし電子媒体で本を読むのか想定できな

い難しさもある。 

 今回は、タイミングよく2020年２月より取り扱いの

決まった「岩波」のセットを入れた。岩波新書、ジュ

ニア新書を主とするセットの中には、教科の推薦図書

として利用されるタイトルが多くみられ、かつ定番ロ

ングセラーも多いため一定の利用が見込めることなど

が選書理由である。また臨時休校にあたって、読書の

ための「推薦図書リスト」を作成した教員から資料を

いただき、そこに載るタイトルで電子図書館の取り扱

いのあるタイトルはすべて選書に加えた。 

《３月当初》 

・岩波新書200冊

・岩波ジュニア新書50冊

・岩波少年文庫50冊

・㈱KADOKAWA 提供「角川つばさ文庫」ほか100冊

（4/5まで限定無料）

《暫時追加》

・岩波文庫200冊

・岩波科学ライブラリー50冊

・教員選書ほか69冊

2.2 運用にあたっての試算

３月時であったため、購入は次年度予算として計上

し、初めての取り組みであるので、コストの試算も行

った。 

試算時の考え方は、電子図書館に導入の岩波セット

は24万円。利用されそうなタイトルをピックアップし

それらが１冊あたり何人に読まれるか概算を出し（教

員のお勧め図書リストや貸出傾向など）、のべ320冊

の利用が見込めると仮定した。そうすると１冊あたり

750円となる。紙の本を買うときの価格感と比べると、

割高だが（本校の例年の図書購入予算に対する貸出数

で算出すると１冊あたりは500円程度）、閉館期間、

本に触れられない損失と照らせば、支出に値する範囲

と説明できると考えた。 

その後、追加で本を増やし、最終的には619冊、総

額約65万円となり、のべ貸出数は962回だった（１月

末現在）。上記の計算では１冊（１回）あたり約 675

円となり、利用が見込みを上回った分、当初の想定よ

りは効率よく運用できたことになる。 

2.3 利用状況 

電子図書館の準備が整った後、３月には、利用方法

を教員に一斉に報せ、教員の自発性に任せて担当教

科・学年の生徒に知らせてもらった。 

４月に入り、学校としてG Suite for Education を利用

することになり、その試行として生徒にドキュメント

「図書館のオンライン利用案内」へのアクセスを求め

ることとなった。教務部長から、全校生徒にアクセス

URL を送付。９割を超える生徒が「利用案内」にアク

セスし、８割程度の生徒が実際に電子図書館にログイ

ンを試みた。図２は生徒のアクセス状況（ログインし

た生徒の学年別月別の内訳）だ。 

図２ 電子図書館学年別アクセス状況 
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４月は公共図書館も閉館となったこともあり、１ヶ

月間の電子図書館の利用は、アクセス1067件、閲覧

866件、貸出345件、予約111件となった。当初、電

子で読む形態への親和性や、電子図書館の蔵書のタイ

トルは新書が多いので、高校学年の利用を見込んでい

た。だが、フタを開けてみると中１の利用が圧倒的に

多くなった。入学式も行えず、小学校から中学校へ進

学した実感をもてない自宅待機の時期に、学校とのつ

ながり、あるいは所属意識を持てる一つのチャンネル

として利用されたと考えられる。 

図３は電子図書館の利用の月推移の様子である。４

月中は、休校がいつまで続くかわからず、学習をどの

ように行っていくか学校として検討している段階だっ

た。教科書の配布も４月後半になるまで行われず、授

業の課題などは教員にまかされて出されていた。生徒

は（学校からは）課されるもののない自由な時間が続

いていた。その時間を用いて、電子図書館にアクセス

し読書していた生徒の姿がうかがえる。４月末に初回

の郵送貸出を行った。図の図書館の４月、５月の貸出

数はすべて郵送貸出時の数字である（第２章にて詳述

する）。 

５月の連休明けから本格的に、オンライン授業がは

じめられた。電子図書館利用は減り、郵送貸出の利用

冊数が電子図書館を上回った。オンライン授業の始ま

りで自由な時間が減ったことと、授業でモニタを見る

時間が長くなり読書時間が減ったことと、郵送貸出の

始まりで紙の本を利用できるようになったことなどが

主因と考えている。また、電子図書館の導入タイトル

数が限られていることもあり、利用の多かった生徒ほ

ど興味ある本が無くなってしまったとも考えられる。 

 ６月２週目から分散登校が始まり、図書館は短時間

の貸出・返却のために入館することを可とした。登校

した生徒は来館して本を借りることができるようにな

ったが、６月は登校日数も２週に１、２度であり、登

校時の在校時間も短く自由時間もほとんどなかった。

中１生徒、高校からの入学生は、入学後初めて校舎内

に入ることになり、校内オリエンテーションも直ぐに

は行えなかったため、図書館の場所を把握するのに時

間がかかった。それらのことがあって、図書館に立ち

寄る生徒は少数だった。 

また、登校が始まると学内でオンラインで使える機

器はコンピュータスペースにデスクトップが１クラス

分、クロームブックが50台しか用意が無い。また分散

登校当初は、端末を介した感染への警戒があり、端末

利用ごとにキーボードを消毒する措置がとられていた

が、消毒が間に合わないため利用に抑制がかかってい

た。 

 ６月は電子図書館も図書館も利用が落ち込んだ。①

登校・課題による自由時間の減少、②図書館の場所・

利用の仕方の不明、③オンライン機器の利用環境の不

足、これらのことが相まったためと考えている。 

 ７月になり生徒が構内地図を把握したこと（オリエ

ンテーションが実施された）、学校での過ごし方に馴

れたこと、それに加えて夏休みの長期貸出もあり、図

書館利用が再び増え、電子図書館も微増することにな

る。 

 また８月には夏休みの課題図書が電子図書館に含ま

れていて、その資料が繰り返し利用されていた。 

 

図３ 電子図書館と筑駒図書館の利用状況 
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2.4 利用されたタイトルとジャンル 

電子図書館を利用したのは、図１にあげたとおり、

中１がダントツで多く、続いて中２、高１、高２と続

くが、それではどのような本が読まれたのだろうか。

次に示したのが10回以上借りられたタイトルである。 

パズル学入門27回/ 

*かがみの孤城21回/ 

*竹取物語19回/ 

*正しいパンツのたたみ方18回/ 

理系アナ桝太一の生物部な毎日 17回/ 

*ライオンのおやつ15回/ 

*わたしの美しい庭15回/ 

日本の地下で何が起きているのか13回/ 

*大統領でたどるアメリカの歴史12回/ 

*多数決を疑う12回/ 

友情リアル12回/ 

*モモ11回/ 

*ロウソクの科学11回 

*Google Earth でみる 地球の歴史11回 

*ウイルス大感染時代11回 

*ヒトラーとナチ・ドイツ10回/ 

*科学と非科学10回/ 

こころ10回/ 

タイトルの前に*を付したのは、教科関連・教員推

薦・司書推薦など電子図書館内で「特集」ページを組

んだ本である。18タイトル中４分の３がなんらか「特

集」に組まれた本だった。貸出全体で見ても「特集」

に組み入れた本が半数以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 電子図書館の特集ページ 

 

また教員に推薦されていることとあわせて、スマホ

では検索窓の下に、特集ページが連なり、各特集の初

めの５冊が表示される。インターフェイスでの見た目

の選び易さ、探し易さと、新鮮さも考えながら、特集

の表示順序の入れ替え、特集内の本の表示の入れ替え

を頻繁に行った。 

2.5 今後の利用 

 今回、生徒に対して電子図書館があり電子書籍が使

えることを知らせることとなった。教職員に対しては

電子媒体を利用できる生徒のポテンシャルを知らせる

ことができた。その上で、電子図書館が非常時以外に

も使われるようになるためには、下記２点が必要と考

えている。 

①どう使われるか、授業・学校活動との紐付けが強

いこと（本校では教員が課題図書、推薦図書として

授業で紹介することが最強） 

②ふらっと図書館空間に立ち寄って手に取る気軽さ

とは異なり能動的な「アクセス」というハードルが

ある。それを下げること。あるいはそのハードルを

乗り越えたくなる強い魅力を持つこと 

今後、これらを達成していける方策を、校内のオン

ライン環境を整えるプロセスの中で探していきたい。 

 

3 筑駒図書館 

http://www.lib-eye.net/tsukukoma/ 

 
図５ 筑駒図書館のトップ画面 

 

3.1 利用の準備 

郵送貸出について、臨時休校直後に何人かの教員

にリサーチして手ごたえを得たため３月中に準備を

始めた。郵送貸出を希望する図書のリクエストは、

2020 年４月から運用を予定していた蔵書検索ソフト

LibFinder の予約機能を用いた。 

郵送は週に一回木曜日の定期発送と決めて、前日ま

での予約本を発送することとした。緊急事態宣言下で

教職員の勤務もリモートワークが望ましい時期だった

ので、出勤日を増やさぬように配慮した。これまでの

利用状況から１回の郵送は約 30 冊・20 通程度と見込

み、その数であれば一日で作業できると見当をつけた。

発送方法は、いくつかの自治体で公共図書館が学童向

けの郵送貸出を行っている事例を参考にレターパック

を用いた。生徒には、レターパック一通に入る分だけ

を一回に送る（おおよそ五冊程度）こととした。郵送

では貸出のみ、返却は登校再開後とした（返却の郵送

は無しとした）。 
これら利用の仕方をまとめて、学年のお知らせに流

してもらうと共に、図書館の HP でも告知した。 
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図６ 筑駒図書館のお知らせ「郵送貸出」告知 

 
3.2 利用の状況 

郵送貸出は４月30日から５月28日までの週１回・

全５回、一時中断を経て６月末に再開した。 

初回は４月28日に告知、29日（祝）を挟み、30日

発送だった。告知からわずか２日にも関わらず 58 名

212件の予約があり、55名に142冊を発送した。ラッ

クから溢れた予約本と、机に高く積まれていくレター

パックの山に、本を待つ生徒が浮かび胸が熱くなった。

その膨大な発送作業は、毎回、部会や有志の教員が日

を合わせて出勤し手伝ってくれた。 

 

図７① 郵送貸出の発送作業 

 

図７② 郵送貸出の発送作業 

 
図７③ 郵送貸出の発送作業 

 

当初レターパックは370円の厚さ２㎝までを用意し

たが、封入してみると本の厚みにはばらつきがあり、

２㎝以内に収めることが難しいため、厚みに関係なく

４㎏まで入れられる520円のレターパックを用いる方

が使い勝手が良いことがわかった。 

郵送貸出の学年別の生徒の利用の様子が次の図だ。 

 

図８ 郵送貸出の利用状況 

 

利用者は中１、高１が多かった。電子図書館同様に、

新入学の生徒が学校との接点として利用されたのだろ

う。保健室で行った「休暇期間中にチャレンジしたこ

と」のアンケートに次のような回答があり、郵送貸出

が生徒に届いたことの喜びを感じた。 

筑駒図書館で読んだことがないテーマの本をた

くさん借りて読むこと（送付してもらった本が

届いた時は本当にうれしかった）。 

郵送貸出は、回を重ねるにつれてリピート利用する

生徒が増えた。また、電子図書館で扱いの少ない小説

類が多く借りられた。意外だったのは、電子図書館で

借りられることの多いタイトルが、紙の本でも借りら

れたことだ。ある生徒に聞くと、電子では読みにくか

ったために、紙で読み直したそうだ。 

電子書籍と紙資料の利用ジャンルの傾向はどうだっ

たか。利用されたジャンルをグラフ化すると似たよう

な曲線を作った。蔵書構成を比較すると、電子図書館
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は図書館に比べて２類、４類、８類のパーセンテージ

が低い。地歴と自然科学。社会科と、理科数学と、英

語（洋書）の電子図書館の蔵書比率が不足していると

言える。それらの類の資料は LibrariE で扱うタイトル

が少なく選書が難しいが、教科と結びつくこと、本校

が取り組むスーパー・サイエンス・ハイスクール（以

下、SSH）と結びつく蔵書構成に組み替えていくこと

で、新たな利用を掘り起こせるかもしれない。 

あわせて、前掲の図３電子図書館と図書館の貸出状況

のグラフを振り返ってみると、電子と紙の本のトータル

の貸出が相補関係にあったということがわかる。例年の

通常時の貸出は月平均500〜600冊程度だが、４月・５

月は電子図書館・郵送貸出を合わせて例年の１～２割減

400～500冊の利用となった。 

６月の分散登校開始直後に中１生が初めて図書館

を訪れ「やっと図書館に来れた」と声を漏らす姿が見

られた。先にも紹介した保健室で実施したアンケート

の別の項で「学校が再開されて、一番したいことは何

ですか？」の問いに「図書スペースで本を読む・くつ

ろぐ」と回答した生徒も居た。休校中空間を共有する

ことは無くとも、郵送貸出での本を介して、図書館が

身近に感じられていたのであれば嬉しい。 

図９ ６月の登校再開時の図書館の窓 

 

3.3 「検索・予約」スキルの定着と広がり 

本校では 2013 年から生徒が学外から利用できる図

書館の横断型の「筑駒検索システム」がある（注１）。

この間、それを用いて検索利用する（予約機能は無い）

のは高２・３生のごく一部だった（注２）。 

先述のように今回の郵送貸出にあたっては蔵書検

索ソフト LibFinder の予約機能を用い、生徒は郵送貸出

に必要な「検索」「予約」手続きを経験した。そして

休校が開けた後、来館して書架に本を探し利用するの

は従来から図書館を使っていた生徒たちであり、予約

機能を使い続けている生徒の３分の２は中１生だ。中

１生が、初めて使う学校図書館で、初めから「検索」

「予約」を使ったことで、それが当たり前のこととし

て定着したように見受けられる。 

LibFinder では検索結果にカーリル検索（注３、４）

を表示できる。 

 

図10 OPAC 検索結果のカーリル連携画面 

 

カーリルは先述の「筑駒検索システム」の横断検索

先にも組み込んでいて、本校で借りられなければカー

リルを用いて公共図書館も調べて予約して借りてみる、

更に本校に所蔵がない本もカーリルを利用して公共図

書館で探すことができるようになることを狙いにして

いる。 

LibFinder の予約機能を入学当初から使いこなした

生徒が「図書館では本を予約して借りる」スキルを身

に着け、学校図書館から公共図書館に広げていくステ

ップを進む姿が見えてくる。「検索・予約」はベーシ

ックで汎用性が高く、生涯使うことができるスキルで

ある。そして、どこに居ても「図書館」という機関を

身近なものと感じられるようになる。 

3.4 図書館利用の今後 

今回は、コロナ禍での臨時休校という「やむを得な

い」状況が、電子図書館を利用したり、検索・予約機

能などのOPACの利用スキルの養成には好機と働いた。

今回の経験から、今後はコロナ等の外的要因がなくと

も、生徒に、電子図書館の利用を教え、検索・予約機

能が使えるスキルを育てる機会や場面を作ることが必

要だと考えている。 

そのためには、教員とのタッグが欠かせない。今回、

教員も、生徒と共に電子図書館の存在を認識し、生徒

が利用できることを知ることにもなった。授業で、課

題で、学習の場面で、電子図書館の利用や、OPAC の

利用を働き掛けやすくなった。 
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4 データベース 

4.1 ジャパンナレッジ 

4.1.1 ジャパンナレッジ Lib 
https://japanknowledge.com/library/ 

本校が契約しているジャパンナレッジ Lib は初動が

とても速く、３月３日には学外利用が可能となる通知

が届いた。３月４日に「学外アクセス用の臨時 ID」「PW」

を発行してもらい、教員に使い方と共に告知した。 

当初３月末までだった学外利用は、最終的には 11

月末まで延長された（11 月以降、ジャパンナレッジ

School のトライアルの利用を開始し、ジャパンナレッ

ジ Lib と併用している）。 

本校のジャパンナレッジは、コロナ前より中学の古

典の授業で多用している（日本古典文学全集、日本国

語大辞典）。しかしながら、校内でジャパンナレッジ

にアクセスできる端末の台数が１クラス分しかないこ

とから、他教科や他授業との兼ね合いがあり、かつ wifi

環境に制限があり、ジャパンナレッジを用いる授業と

用いない授業を苦心して組み合わせていた。 

今回、臨時休校期間中は個々の自宅の端末からの利

用が可能になったことによって、毎時間ジャパンナレ

ッジを利用できることになった。 

下記に示したのが本校のジャパンナレッジの利用状況

だ（11月以降はジャパンナレッジSchool利用分も含む）。 

 

図11 ジャパンナレッジ利用状況 

 

2020年度（１月末現在）にアクセスされたコンテン

ツは多い順に以下の通りだ。 

・新編日本古典文学全集17,975件 

・小学館全文全訳古語辞典1,913件 

・日本国語大辞典1,892件 

・デジタル大辞泉1,085件 

授業による古典の利用が多いが、日本方言辞典や、

フランス語やスペイン語辞典などが使われたり、東洋

文庫や東洋クセジュなどの利用も見られた。１月迄の

検索回数は、2019 年が 10,684 回、2020 年は 20,065

回となり、前年のおよそ二倍となっている。 

4.1.2 ジャパンナレッジ School 

https://school.japanknowledge.com/ 

11月以降に利用を開始したジャパンナレッジSchool

のトライアルについて補足する。 

学校で用いられやすい辞書・事典類にしぼられ新た

に選ばれたことと、いちばんの魅力は岩波新書50冊、

ジュニア新書 50 冊、科学ライブラリー50 冊が一斉ア

クセス可能で読むことができる点が大きな変更点だ。

ただし、本校の状況に照らすと、理系（理科、数学）

のコンテンツが薄く弱い。社会も日本史、世界史の通

史のシリーズ、世界各国地理、日本各県地理のシリー

ズが欲しい。岩波の各50冊と並んで、英語多読資料が

50冊なり100冊なり入っていると英語科のインセンテ

ィブもあがるだろう。 

ジャパンナレッジLibが年間12万円だったのに対し、

ジャパンナレッジ School は年間 3,000 円/生徒１人と

いう契約形態となる。価格が跳ね上がることに対して、

上記のように教科との関係がぐっと深い資料が増える

ことを希望している（現コンテンツでは契約の継続は

難しい）。 

4.2 朝日けんさくくん 

https://school.asahi.com/ 

朝日けんさくくんは、４月８日に学外利用が可能と

なった。４月９日に生徒・教員が各個人の端末からア

クセスできる「学外使用臨時 ID」「PW」を発行しても

らい、その日のうちに教員への一斉メールと、電子図

書館・図書館のお知らせで生徒に知らせた。７月末ま

で無料で利用でき、８月以降は有料となった。本校で

は2021年３月末まで（３万円）利用を継続し、引き続

き生徒・教員が個々人の端末で使える状況を確保した。 

 朝日けんさくくんの利用状況は下記の通りだ。 

 

図12 朝日けんさくくん利用状況 
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記事表示数は2019年が823回、2020年は1,896回

と二倍以上、ログイン数でも2019年が315回、2020

年は462回と1.5倍近くになっている。電子図書館同

様に、2020年は４月・５月の利用が突出して増え、６

月以降の利用が著しく減る。登校再開後の端末利用の

不自由と共に、教科での利用の弱さが反映されている

と考えている。教員から生徒への促しが効果があるこ

とは、電子図書館、ジャパンナレッジで明らかだ。 

 スマホで各種ネットュースを簡単に見ることができ

ることに対抗するためには、データベース利用と共に

個人端末への毎日配信コンテンツと組み合わせられる

と朝日けんさくくんがより身近になり日常的な利用に

つながるのではないか。今後 GIGA スクールなどで、

新聞データベースが生徒に使いやすく身近なものに変

わることを期待したい。 

 

5 その他 

5.1 大学図書館 

本校は筑波大学が提供する高大連携支援サービス

（注５）は学図書館閉館中も継続され、郵送で行う論

文や本の取寄も可能だった。国会図書館も、都立図書

館も、公立図書館も閉まる中、郵送のやりとりにより

「図書館を止めない」を実感できた。 

また大学図書館には２年前より SSH 技芸科の講座

の一環で、学習支援担当の講師に来校いただいて「学

術情報の探し方」を実施している（注５）。今年もオ

ンラインで講座を開催できた。 

開催日時：12月 10日 

講師：大和田康代氏（サポート西彩佳氏） 

内容：CiNii の検索方法、eGav を用いた白書・統計 

参加者：高１希望者 

実施方法：筑波大図書館からオンラインにて実施 

 

図13 「学術情報の探し方」講座の受講の様子 

 

臨時休校以降、生徒はオンラインツールを用いた学

習がいずれの教科でも増え、機能的な学習方法を伝え

る必要性を感じる一年だった。講座で教わった、検索

方法や、有用なデータベースを用いることによる効率

な情報収集、データの取り出しなどは、希望者のみな

らず、すべての生徒にとっても役立つスキルだ。大学

図書館との連携で、本講座のような内容を学習プロセ

スに位置付けていく必要があると考えている。 

5.2 ほか 

5.2.1 図書メディア委員会活動 

生徒の活動である委員会活動は実施が難しいものが

多かった。委員会はオンラインで行い、対生徒が行う

カウンター業務や、利用された本に触れる書架整理や、

店頭に出かけて行う選書ツアーは中止となった。前年

度に実施される予定だった蔵書点検は、郵送貸出、予

約貸出に必須のため、消毒、ゴム手袋、ひとりずつの

距離、短時間シフトに留意して実施した。 

あきらめた活動が多い中で、他校との交流はオンラ

インでの実施がかなった。 

《国立附属中学５校交流会（オンライン）》 

日時：12月 15日（火）15時 45分から 

参加校：筑波大学附属中学校、東京大学教育学部附

属中等教育学校、本校（聴講のみ学芸大学附属竹早中

学校、お茶の水女子大学附属中学校） 

実施方法：ZOOM にて、各校図書館及び自宅より参

加。 

オンラインになったことで、今回はじめて東大附属

中等教育学校も参加することができ交流校が増えた。 

駒場地区の高校、駒場学園、駒場東邦高校、都立国

際高校、都立駒場高校、本校の５校の図書委員会交流

会も１月28日にオンラインでの開催を予定していた。

しかし、緊急事態宣言の発出で委員会等の生徒の活動

を制限するとした学校が増え、中止となった。 

5.2.2 図書館 HP の活用 

 臨時休校中の電子図書館の利用、郵送貸出の利用の

ために、電子図書館HP、図書館HP での発信を行うよ

うになった。発信する内容は、いたずらにネットサー

フィンに誘ってしまわないことに力点を置き、図書館

の本の紹介、教科や学年の課題と関連の深い情報提供

にとどめた。特にポータルサイトの作成には慎重にな

った。文部科学省や経済産業省の示すポータルサイト

をそのまま紹介する学校もあったが、それらは不特定

多数の児童生徒に向けたものであり、いざ使おうとす

ると本校の学習内容に照らして生徒とって必要なもの

を選び直して掲出した方がよい。 
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 菅瑠衣司書が「おうちで●●（教科名）シリーズ」

を定期的に更新。教科に関連する内容で、電子図書館

の本と、生徒が自宅からも使えるデータベースと、外

部のサイトを一つに絞って紹介するスタイルで休校期

間中、定期的に発信した。 

 

図14 「おうちで社会科（地理）」紹介ページ 

 

5.2.3 図書館の授業利用 

 ６月の登校再開後、図書館は開館し、入口前での返

却本回収、手指消毒後の入館、大机は本来の６人掛け

を椅子を間引いて、３人掛けに、一人掛けキャレルデ

スクは一つ置きに利用するところから始めた。予約機

能を用いて、滞在時間を短くするなども呼び掛けた。

授業利用は中止した。11月に授業での利用を再開した

が、2021年１月の２度目の緊急事態宣言後は再び中止

している。 

 
図15 感染対策をしながら開館する図書館 

 

6 今後の課題 

３月からの休校時にできうる限りのことを試してみ

て、それなりに手ごたえがあったが、休校が終わって

から２学期以降は取り組みは下火になっている。 

電子図書館利用は、デジタル読書と相性の良い教員

や生徒の一部には利用が定着されるのではないかと見

立てていたが、10月以降は数十件の利用に留まる。電

子図書館の書籍のタイトル数を増やしたり、新しいも

のに入れ替えたりすることが欠かせない。あわせてデ

ジタルツールをどこでも自由に用いることができる、

生徒の置かれた環境の整備も必須である。そして、何

よりも教科や教員とのタッグが必要であると考えてい

る。教員も生徒も、一度は一斉に使ったスキルがあり、

利用できることが徹底周知でき利用への１つ目であり

最大のハードルはみなで乗り越えることができた。今

後どのように展開していけるか、腰を据えて取り組ん

でいきたい。 

 10 月から新たに取り組んでいるのは Twitter による

発信である。図書館の本の紹介をほぼ毎日行っている。

本の紹介をしながら、予約機能とリンクを貼り、図書

館 HP での検索・予約に容易にたどり着けることを狙

っている。データベース、電子図書館のリンクも貼っ

ているので、毎日情報を届けることで、図書館への扉

を示し続けたいと考えている。また発信した本の紹介

は、ハッシュタグをつけてのリツイートによって、パ

スファインダーに替えることもできる。SNS を学習と

つなぐものにするために、種を蒔いているところだ。 

 

2019年12月に文化庁のPISAの調査結果の報告で指

摘され周知された（注６）が、OECD 各国の中で日本

の生徒たちのデジタル利用はお寒い状況だ。スマホや

ネットを手にしている時間は長いけれど、それを「学

習」に使う場面は圧倒的に少なく、膨大に時間を費や

しているのはゲームやSNSであることが指摘されてい

る。オンライン授業や、GIGA スクール準備が加速し、

デジタルツールを生かす学習方法・手段を学校におい

て身につけることが模索されなければならない。2020

年度は、その課題に全国の学校が一斉に取り組むこと

になったと言えるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

図16① 「OECD 生徒の学習到達度調査2018年調査

（PISA2018）のポイント」５.ICT の活用調査より 
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図16② 同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16③ 同 

 

本稿は学校図書館としてその一端をどう担ったか、

担えるのかという視点に立つつもりで詳述したが、確

認できたのはようやくスタート地点に立てたというこ

とだ。 

 2021年１月、緊急事態宣言が発出され、生徒の登校

が週に１日となった。2020年の３月から６月までの臨

時休校時とはまた異なる動きが現れてくると思ってい

る。図書館の箱にとらわれずに、図書館が有する資源

をどう生徒に役立つものにしていけるか。それを模索

することによって新たな図書館像が生まれてくるだろ

う。 
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